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― 今週のポイント ― 

政治：第 12 代大統領にエルドアン首相が就任。 

     新閣僚名簿、29 日中に大統領府へ提出。 

軍事：オランダがパトリオットミサイル配備撤退を決定。 

        ミサイル防衛システム入札延期。 

経済：増大するローン負債が危機レベルに。  

    日本・トルコ企業によりトルクメニスタンにエネルギー工場を建設。      

  治安：イスタンブール郊外で、反シリア難民暴動が勃発。    

      アジア側カドゥキョイで左派・右派の衝突発生。 

社会：銀行の手数料を一部廃止。     

   タクシー料金、約 9％の値上げに。     

政治 
【8月の内政】 

●第 12 代大統領にエルドアン首相が就任 

 (1)29 日、大統領府において開催された大統領宣誓式及び

引き継ぎ式において、第 11 代ギュル大統領は第 12 代エル

ドアン大統領に任務を引き継いだ。お互いを「兄弟」と呼

び合うギュル大統領及びエルドアン大統領は、40 年来同じ

目標に立ち向かってきた親友関係を強調した。 

(2)エルドアン大統領は、自身を「兄弟」と呼び掛けたギ

ュル大統領に対して、「第 11 代大統領（ギュル氏）ととも

に我々は、雨、雪、冬問わずともに歩んできた。我々は再

び、ともに歩んでいく」、「今日幕が下りた時代は旧いトル

コである。数々の扉の後ろまで開かれた新たな時代とは、

トルコ共和国初期の真髄、精神を備えた新たなトルコ、大

トルコ時代である」旨述べた。エルドアン大統領は、外交

政策に関して、「トルコの外交政策の軸は平和、連帯、福

祉である。トルコが外国の領土や内政に関して決して何ら

かの狙いや、計画、プロジェクトといったものはない。ト

ルコの戦略的目標である EU 加盟に関してはより決意ある

態度で継続するだろう」旨述べた。（8 月 29 日付 HT 紙 19

面） 

 
 

●ダーヴトオール外相、AKP の新党首就任 

(1)28 日、与党 AKP の特別評議会が開催され（於：アンカ

ラ・アリーナ）、党関係者 1388 名が出席した。ダーヴトオ

ール外相は 1245 名の署名によりただ一人の AKP 党首候補

として推薦され、1382 票を得て党首に選出された。1388

票の内、6票は無効票。ダーヴトオール党首は演説の中で、

「エルドアン大統領は今後控える3つの選挙を目標として

掲げている。2015 年の総選挙にて勝利すれば、さらに黄金

の 4 年間が控えている。（エルドアン）大統領が「汗水を

流す大統領と首相となるだろう」と述べているように、今

日、大統領とともに汗水を流した」と述べた。（8 月 28 日

付 H紙 23 面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)トルコ共和国が 1923 年に建国されて以来、91 年間で大

統領 11 名、首相 25 名、政権は 61 回交替した。AKP 党首に

選出されたダーヴトオール外相は第 62 代内閣を組閣し、

第 26 代首相に就任する。（8月 27 日付 HT 紙 16 面） 

(3)大統領に選ばれたエルドアン首相が法的問題に触れな

いためにも、AKP として公式に「大統領」として認めてい

ない状況であるにもかかわらず、特別評議会においてエル

ドアン首相に対して「大統領」と呼び掛けるアナウンスが

なされていた。また、以前、エルドアン首相が大統領候補

となる旨公表された会場において上映されたドキュメン

タリー「エルドアンの政治の辿る道」が特別評議会におい

ても再度上映された。（8月 28 日付 H紙 21 面） 

(4)AKP 支持者の女性たちは（特別評議会の会場において）
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ダーヴトオール外相の写真と「新しいトルコの新首相」と

記載された Tシャツを掲げて、ダーヴトオール外相の首相

就任を歓迎した。（8月 28 日付 H紙 22 面） 

●新閣僚名簿、29 日中に大統領府へ提出 

エルドアン大統領は 28 日夕、ダーヴトオール AKP 党首及

び首相代理と会合を行い、第 62 代内閣を組閣するように

ダーヴトオール党首に指示した。ダーヴトオール党首は 29

日午前 11 時半に新閣僚名簿承認のためにエルドアン大統

領に提出する予定。AKP 筋によると、アリ・ババジャン副

首相、オメル・チェリック文化観光相、チャータイ・クル

チ青年スポーツ相、ナービ・アヴジュ国家教育相、ニハッ

ト・ゼイベックチ経済相は留任、ヤルチュン・アクドアン

首相顧問及びヌーマン・クルトゥルムシュ副党首ら閣僚に

任命される見込み。（8月 29 日付 HT 紙 19 面） 

●CHP 会派代表、国会議長に国会規則集を投げる 

大統領宣誓式及び引き継ぎ式前に、チチェッキ国会議長が

同式典のために本会議を開始する際、エンギン・アルタイ

CHP 会派代表が発言を求めたところ、同議長が「今日は議

論の余地はない」と答えたことから、アルタイ代表は異議

を唱え、「国会議長殿、（手にした）この国会規則集を遵守

していただきたい」旨述べた。チチェッキ議長は再度、同

代表に対して発言しないように繰り返したため、アルタイ

代表は「（議長がそのように言う）権利はない。恥ずべき

行いだ」と述べて、国会規則集を議長に向けて投げ、議長

演台前の壁にぶつかって落ちた。（8月 29 日付 HT 紙 20 面） 

●ギュル前大統領、イスタンブールへ 

ギュル前大統領は、大統領宣誓式及び引き継ぎ式の後、夫

人とともにアンカラ空港からイスタンブールに向かった。

アンカラ空港においては、ギュル前大統領は、アルンチ副

首相、ババジャン副首相、アタライ副首相、ユルドゥズ・

エネルギー天然資源大臣、チェリックAKPスポークスマン、

大統領府職員らに見送られ、イスタンブール空港において

は全国カイセリ協会らを始めとした市民らに出迎えられ

た。（8月 29 日付 HT 紙 19 面） 

 

【その他】 

●6000 人によるアタテュルクの肖像 

勝利の日（注：1922 年にムスタファ・ケマル将軍（後のア

タテュルク）率いるトルコ軍がギリシャ軍に勝利した記念

日）に関連して、アンカラのアタテュルク廟においてボラ

ンティアの参加者 6000 人により（上空から見る）アタテ

ュルクの肖像が描かれた。ギネスブックに登録されるため

にギネス関係者らも見守った。写真アーティストのジュム

フル・アイギュン氏のプロジェクトによるもの。（8 月 27

日付 HT 紙 17 面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【トルコから見た対イラク情勢】 

●ペシュメルガ負傷者、トルコへ 

イラク北部モースルとスィンジャル地域において ISIL と

の戦闘により負傷したペシュメルガ 4名は、イラクの救急

車によって、トルコ東部シュルナック県のハブル国境検問

所を通過してトルコの私立病院に運ばれ、内 1名はアンカ

ラに搬送された。（8月 26 日付 HT 紙 18 面） 

●中国人労働者、PKK により誘拐さる 

テロ組織 PKK メンバーらが、東部シュルナック県スィロピ

所在の火力発電所において勤務する中国国籍エンジニア 3

名を誘拐したことを受け捜査が開始された。同 3名らは商

店で買い物中だった。（8月 26 日付 HT 紙 18 面） 

●通信社記者、PKK により誘拐さる 

イルケ通信社ディヤルバクル駐在のアリ・アドゥヤマン記

者は、両親らとともに親戚を訪れた先の同県スィルヴァン

地区のダージュラル村付近にてPKKグループにより誘拐さ

れた。同記者が滞在していた家に、PKK グループが侵入し、

身分証明書をチェックした際、記者証を持っていた同記者

を誘拐した模様。同記者の父親フセイン・アドゥヤマン氏

によると、同家族は、同地区の PKK メンバーらから脅迫を

受けていたため3ヵ月前に村を出てディヤルバクル市中心

部に引っ越していた。（8月 28 日付 HT 紙 18 面） 

 

【対中東和平関係】 

●首相、ガザの子供たちを見舞う 

24 日、エルドアン首相は、ガザから運ばれトルコのイェニ

マハレ国立病院にて治療中のパレスチナ人の子供たちを

見舞った。（8月 25 日付 HT 紙 16 面） 

 

軍事 
【シリア関連】 

●オランダがパトリオットミサイル配備撤退を決定 

8 月 25 日、オランダ政府は、2013 年 2 月からトルコに配

備しているパトリオットミサイルを「総合的な再調整」が

必要だとして撤退させる方針を示し、トルコ政府も同方針

を確認。関係筋によると、オランダは、2015 年 1 月末には

パトリオットミサイルをトルコから撤収する予定。NATO は

オランダの決定を受け、オランダ撤収後の措置について検

討中（8月 27 日付 HD 紙 1面） 

●国連調査委、IS を批判 

8 月 27 日、国連のシリア独立調査委員会は、IS(「イスラ

ム国」)が、シリア国内において、シリア正規軍兵士等の

首を切る等の映像をインターネットに掲載しているとし

て、戦争犯罪が行われていると批判する報告書を発表。（8

月 27 日付 C紙 12 面） 

 

【PKK 関連】 

●PKK、東部ハッキャーリ県ダウルジャ村のジャンダルマ

基地を襲撃 

24 日、東部ハッキャーリ県ダウルジャ村のジャンダルマ基

地に対し、PKK 戦闘員数名がライフルにより襲撃。また、

PKK 戦闘員は基地内のトラック 3台と重機 1台に放火。こ

の襲撃で PKK、ジャンダルマ双方に怪我人はなかった。（8

月 25 日付 C紙 13 面） 

 

【一般】 

●北イラクから避難民多数流入 

(1)北イラクにおける IS(イスラム国家)の弾圧により、ク

ルド系少数民族エズィリ（ヤズィーディー）約 3500 名が

北イラクから東部シュルナック県に避難しており、餓え等

により高齢者 1名及び乳児 1名が死亡。（8月 27 日付 C紙

8面） 

(2)トルコ国内に退避している北イラクの少数民族エズィ
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リは、2万人にのぼり、7万人がトルコに向かっている模

様（発表元不明）。（8月 28 日付 C紙 5面） 

参考：ヤズィーディー 

北イラク・クルド人居住地域に伝わる民族宗教で、独自の

聖典を持つ。ゾロアスター教徒ともされる。イスラム原理

主義からは邪教扱いされ、しばしば迫害の対象となってき

た。 

●ミサイル防衛システム入札延期 

ミサイル防衛システムの導入にかかる入札は、関係筋によ

ると、本年末まで延期される見込み。トルコは、2013 年 9

月に中国のミサイル防衛システムを導入すると発表がな

されて以来、西側諸国から同決定を強く批判され、再入札

期限が度々更新されている。（8月 27 日付 C紙 9面） 

参考：経緯 

2013年9月 ミサイル防衛システム入札において中国を選

択。 

欧米の疑義に応じ、新たな提案の提出期限を 1月 31 日と

する。 

2014 年 1 月 提案提出期限を 4月 30 日まで延長。 

2014 年 4 月 提案提出期限を 6月 30 日まで延長。 

2014 年 6 月 提案提出期限を 8月 30 日まで延長。 

2014 年 8 月 提案提出期限を 12 月 31 日まで延長見込み。 

●米軍、トルコ南東部基地の使用について申請 

ニューヨークタイムズ紙によると、米は、シリア及びイラ

クでの軍事作戦のため、トルコ南東部の軍事基地を米軍が

使用することについてトルコへ要請している模様。加え

て、トルコ国境からシリアへ、ジハード戦士が大量に流入

していることから、同国境の封鎖を要請している模様。（8

月 28 日付 C紙 12 面） 

 

経済 
●Ziraat Bank が Bank Asya の買収を断念 

21 日、参加銀行設立のため Bank Asya を買収するとの説が

報道されていた国営銀行 Ziraat Bank は、現時点でこうし

た買収は自行の優先事項と合致しないとして、Bank Asya

の買収に関する協議を中止し、今後も行う予定はない旨発

表。（8月 22 日付 HD 紙 11 面） 

●外貨流入が減少し、未登録資本が流入 

トルコの本年上半期の経常赤字は、240 億ドルであり、昨

年同期 370 億ドルから 35％縮小。しかし、構造的な改革に

よるものではなく、成長減速及び為替変動（リラ安）によ

る輸入減により生じた結果。経済成長の原動力である投資

もまた減少。イランからの天然ガスを輸入する際の対価と

していた金（gold）の輸入も 650 億ドル減少。その結果、

外貨支出が減少し経常赤字を縮小させたのであって、経常

赤字を 3分の 1縮小したことが経済成長をも減速させた結

果になる。特に本年第 2四半期における成長減速は顕著で

あり、下半期も十分に期待できないため、経済成長目標の

4％を達成できそうにない。 

また、経常赤字をファイナンスする外貨資本の流入は 480

億ドルから 190 億ドルへと 60％（290 億ドル）も減少して

おり、この明らかな減少は、ホットマネーと銀行ローン/

外貨預金減少両方に見られる。ホットマネーは、80 億ドル

減少し、残りの 210 億ドルは、ローン規制及び外貨預金引

き出しに起因。外貨流出は、2013 年 5 月の米 FED の金融緩

和開始宣言に始まり、年末の大規模汚職捜査に伴う政治混

乱まで増加し続けた。このような外資の流入が減少する一

方で、純誤差脱漏（net errors and omissions）は増加し

ており、本年上半期で 640 億ドルに達している。（8 月 25

日付 HD 紙 10 面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●増大するローン負債が危機レベルに 

トルコ銀行協会（TBB）がまとめた数字によると、本年 6

月に銀行ローン及びクレジットカードローンの滞納者数

は、対前年同月比 30％増の 18 万 6000 人近くに達した。そ

のうち、クレジットカードローンの滞納者数は、11 万 6093

人と前年同期の 8 万 8885 人から 30.6％急増。銀行ローン

の滞納者数は、6 万 9509 人と 21.7％増加。また、本年上

半期では、銀行ローン及びクレジットカードローンの滞納

者数は、前年の 66 万 962 人から 22.7％増加し、81 万 1283

人に達している。本年 2月に、銀行調整監視機構（BDDK）

は、インフレ及び経常赤字を抑制するためにクレジットカ

ードのローン規制を導入したが、予想を上回るインフレ率

と失業率が滞納者数増加に影響している。（8月 26 日付 HD

紙 10 面） 

●住宅販売減少も明るい兆し 

25 日、統計庁が発表した本年 7月の住宅販売戸数は、対前

年同期比 20.2％減の 8万 5101 戸。1～7月の累計販売戸数

は、60 万 9877 戸。年初からの高金利、政治不安定等が住

宅の買い控えの要因とみられる。しかし、専門家及び業界

は、季節要因、ラマダン、大統領選挙による先行き不透明

感により住宅の買い控えが見られたものの、これら要因が

解消される 8 月以降の販売増に期待を寄せている。（8 月

26 日付 HD 紙 11 面） 

●日本・トルコ企業によりトルクメニスタンにエネルギー

工場を建設 

26 日、トルクメニスタン政府は、天然ガスから液体燃料を

製造する「ガス・ツー・リキッド（GTL）」技術を用いた工

場の建設に向け、日本とトルコから成るコンソーシアムと

の合意書に調印した。総工費は 17 億ドル。この計画は、

川崎重工業とトルコのRonesans Endustri Tesisleri社

が請け負う。トルクメニスタンは天然ガスの埋蔵量では世

界第 4位で、その資源を最大限に活用する戦略の一環とし

ている。（8月 27 日付 HD 紙 11 面） 
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治安 
【テロ関係】 

●ISIL は人質を戦争の新しい武器に 

ISIL は誘拐した米国人ジャーナリストの斬首動画を公開。

ISIL はシリア、イラクでの戦いにおいて、誘拐した人質を

新たな武器として使っている。 

ダーヴトオール外相は 21 日、北イラク・モースルにおい

て誘拐されたトルコ総領事館館員 49 名（内 46 名はトルコ

人）について、「関係機関が解放に向けて全力で取り組ん

でいる。ISIL 側から具体的な要求は現在までない。また、

人質解放のために、シリア内の飛び地に所在するスレイマ

ン・シャー霊廟を（ISIL 側に）引き渡すことにトルコ政府

が同意したという一部報道は誤りである。」と語った。（8

月 22 日付 HD 紙 1面） 

●テロリスト 6名のトルコ国内資産を凍結 

24 日、トルコ政府は、国連のテロリスト・リストに登載さ

れている 6名（サウジアラビア人 2名、イラク人 1名、ク

ウェート人 2名、アルジェリア人 1名）のアルカーイダ関

係テロリストのトルコ国内における資産を凍結した。（8月

25 日付 C紙 13 面） 

【デモ関係】 

●アジア側カドゥキョイで左派・右派の衝突発生 

先週、南東部ディヤルバクル県に設置された PKK 創始者の

銅像撤去問題で、南東部を中心に左派系グループによるア

タテュルク像損壊事案が発生。24 日、これ抗議する右派系

グループ 150 名がカドゥキョイ港に集合した。その際に左

派系グループ 100 名と衝突し、警察が介入。同衝突により

左派系住民 1名が刺され重傷。（8月 25 日付 C紙 13 面） 

【一般】 

●麻薬マフィアが警察との衝突で死亡 

23 日、アンカラ県警麻薬対策課が同県ディクメン市内で麻

薬マフィアの逮捕時に、マフィア側と銃撃戦となり、マフ

ィア 1名が射殺された。射殺されたマフィアには麻薬（ボ

ンザイ）取引と強盗で逮捕状が出ていた。（8月 25 日付 HD

紙 1面） 

●行政当局がガーズィアンテップ県内店舗のアラビア語

表記を撤去 

東部ガーズィアンテップ県においてシリア難民への排斥

運動が過激化し、シリア人が営む店舗への襲撃事件も発生

している中、行政当局はアラビア語表記を用いた店舗の看

板等の撤去を経営者に要請した。 

同市長は、「シリア人が経済活動を行うためには我々のル

ールに従わなければならない。そうでなければ相応の措置

を講ずる。」と発言し、経営者らに対し、撤去の要請に従

うように促した。（8月 22 日付 HD 紙 4面）

 
（HD 紙ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ版より） 

 

●イスタンブール郊外で、反シリア難民暴動が勃発 

25 日、バシャクシェヒル市イキテッリ地区で、市民ら数百

人規模の反シリア難民暴動が発生。同地区では、シリア人

男性が十代の少女に性的嫌がらせを行った事件に端を発

し、ナイフ、ナタ、棒を持った住民が、反シリアのスロー

ガンを叫びながら、シリア人商店、シリア人の車両などを

破壊する事態に発展した。CNN トルコは、襲撃により、シ

リア人女性 5名が負傷したと報じている。 

政府の発表によれば、現在トルコ国内に居住するシリア難

民の数は約 120万人（難民キャンプ内居住者 28万 5000 人、

一般地域居住者 91 万 2000 人）とされている。（8月 26 日

付 HD 紙 2面） 

 
（HD 紙ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ版より） 

 

●ディヤルバクル県で警官 2名が射殺される 

8 月 26 日、ディヤルバクル県カヤプナル地区でディヤルバ

クル県警情報課に勤務する警官が自宅前で何者かに射殺

された。また、その前日の 25 日には同県内で別の警官が

自宅前で何者かに射殺される同様の事件が発生している。

同県警本部長は、テロリストグループによる犯行の可能性

があることを示唆。また、この 2つの警官殺人事件は相互

に関連性があるものとみられている。（10 月 28 日付 HD 紙

2面） 

 

社会 
●銀行の手数料を一部廃止 

銀行業務にかかる手数料の単純化が実施された。これに伴

いこれまで 46 項目あった手数料のうち、26 項目が廃止さ

れた。廃止された手数料の主なものは以下のとおり。なお、

送金手数料、請求書による支払手数料、窓口での引き出し

手数料等 20 項目は引き続き手数料が必要。 

（廃止される手数料の主なもの） 

・口座使用料 

・口座開設・閉鎖手数料 

・通帳記帳手数料 

・6か月以上使用されていないクレジットカード使用料 

・SMS 送信料 

（8月 22 日付 HT 紙第 8面） 

●全ての地区で救急対応を実施へ 

保健省が 2010 年に決定した社会健康センター及びホーム

ドクター制の導入に伴い、全ての地区の社会健康センター

において救急対応が実施される。今後は、社会健康センタ

ーでは、救急患者の診察、病気の診断書レポート発行、結

婚するカップルへの健康証明書の発行が可能となる。 

（8月 25 日付 HT 紙第 11 面） 

●ダムの貯水率は 16.41%まで低下 

イスタンブールのダムの貯水率は、昨年同時期は 64.32%

であったが、今年は 16.41%に低下。イスタンブールでは、

局所的な豪雨の発生が平年よりも多いが、ダムの貯水率は

改善しなかった。現在、（西部クルックラーレリ県からイ

スタンブールに水を供給している）パブチュデレ・ダムは
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干上がってしまい、牛たちが放牧されている状況。（8 月

27 日付 HT 紙第 23 面） 

●タクシー料金、約 9％の値上げに 

イスタンブールのタクシー料金は約 9％値上がりする。そ

の結果、初乗り運賃は、2.95 リラから 3.2 リラ（現在約

150 円）になり、1km あたりの加算運賃が 1.83 リラから 2.0

リラ(約 95 円)になる。また、停車状態が 5 分以上続く場

合に加算される時間料金は、1 分あたり 27 クルシュから

35 クルシュ（約 17 円）に値上げとなる。これにより、初

乗り料金は、8.47％値上がりとなり、1km あたりの値上げ

料金は 9.28％となる。料金の値上げの実施日は未発表。（8

月 28 日付 HT 紙第 12 面） 
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略語 正式名称 略語 正式名称

AFAD 首相府緊急災害事態対応総局 ÖSB PKKの防衛隊

AKP 公正発展党（現与党） OIB 首相府民営化管理庁

BDDK 銀行監督庁 PKK クルディスタン労働党

BDP 平和民主主義党（クルド政党） PYD シリア民主主義連合党

BOT 建設・運営・譲渡方式 RP 福祉党

CHP 共和人民党（最大野党） RTÜK ラジオ・テレビ高等機構

DEP 民主党 SNC シリア国民評議会

DHKP/C 革命人民解放党/戦線 SPK 証券取引監査院

DHMI 国家航空局 SSM 防衛産業庁

DISK 先進労働組合連合 TBB トルコ弁護士協会／トルコ銀行協会

DTK 民主主義社会評議会 TCDD トルコ国鉄

DTP 民主社会党 TDHB トルコ歯科医師会

DYP 正道党 TESK トルコ商工業連合

EDAM 経済外交政策センター THY ターキッシュ・エアラインズ

EPDK エネルギー市場監督庁 TİKKO トルコ労働者・農民解放軍

HDP 人民民主党（クルド政党） TMMOB トルコ・エンジニア・建築会議連盟

HSYK 裁判官・検事高等委員会 TOKİ トルコ集合住宅開発局

İDO イスタンブール海上フェリー会社 TOMA 放水装甲車

İHH 人権・自由・人道支援団体 TPAO トルコ石油公団

İKSV イスタンブール文化芸術財団 TTB トルコ医師会

İSO イスタンブール産業会議所 TÜBİTAK トルコ科学技術研究機構

İŞİD
イラク・レバントのイスラム国（ア
ルカイーダ系） TÜİK トルコ統計庁

İTO イスタンブール商工会議所 TÜPRAS トルコ石油精製会社

KCK クルディスタン共同体同盟（PKK系） TÜSİAD トルコ産業･実業家協会

KESK 公務員労働組合連合 TÜYİD トルコ投資家関係協会

KRG 北イラク政府 YÖK トルコ高等教育評議会

MHP 民族主義者行動党（野党） YSK 選挙高等委員会

MİT 国家諜報機関
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